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11
月
６
日
㈰
に
扇
町
公
園
で
体
育
祭

　

十
一
月
六
日（
日
）十
時
か
ら
三
年
ぶ
り
と
な
る
第
五
十
三

回
大
建
労
体
育
祭
を
行
な
い
ま
す
。会
場
は
扇
町
公
園
。ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　

十
一
月
六
日（
日
）十
時
～　

扇
町
公
園
自
由
広
場

（
Ｊ
Ｒ
天
満
駅
、大
阪
メ
ト
ロ
扇
町
駅
下
車
）

「
平
和
安
全
法
制
、

特
定
秘
密
保
護
法

な
ど
、苦
し
い
経

過
を
乗
り
切
っ

て
、あ
な
た
は
成

就
さ
せ
、わ
が
国
の
安
全
は
、

よ
り
一
層
保
て
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」「
日
本
と
地

域
、さ
ら
に
は
世
界
の
安
全

を
支
え
る
頼
も
し
い
屋
根
を

か
け
、自
由
、民
主
主
義
、人

権
と
法
の
支
配
を
重
ん
じ
る

開
か
れ
た
国
際
秩
序
の
維
持

増
進
に
、世
界
の
誰
よ
り
力

を
尽
く
し
た
の
は
、安
倍
晋

三
そ
の
人
で
し
た
」
―
岸
田

首
相
は
９
月
27
日
の
安
倍
元

首
相
の「
国
葬
」で
こ
の
よ
う

に
述
べ
ま
し
た
▼
安
倍
政
権

は
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を

可
能
と
す
る
安
保
法
制
、国

民
の
知
る
権
利
を
奪
う
秘
密

保
護
法
、数
々
の
法
案
の
強

行
採
決
、辺
野
古
新
基
地
建

設
強
行
な
ど
を
進
め
て
き
ま

し
た
が
、こ
の
政
治
を
継
承

す
る
岸
田
政
権
は「
敵
基
地

攻
撃
能
力
」を
含
む
防
衛
力

の
抜
本
強
化
に
向
け
、年
末

ま
で
に
新
た
な
国
家
安
全
保

障
戦
略
な
ど
を
策
定
し
ま
す

▼
５
年
以
内
の
軍
事
費
Ｇ
Ｄ

Ｐ
比
２
％
＝
倍
増
の
財
源
と

し
て
、社
会
保
障
や
教
育
な

ど
他
の
予
算
の
削
減
、ま
た

は
消
費
増
税
を
行
な
え
ば
、

日
本
は
人
を
育
て
な
い
国
に

な
り
、国
力
は
落
ち
て
い
き

ま
す
。国
債
で
軍
事
費
を
際

限
な
く
賄
え
ば
、戦
後
の
ハ

イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
の
よ
う
に

国
民
資
産
を
毀
損
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
▼
す
で
に
国
債

残
高
は
22
年
度
末
見
込
み
で

１
０
２
６
兆
円
に
の
ぼ
り
ま

す
。

大建労
ＱＲコード

い
き
ま
す
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
は
、
使
っ
て
い

る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

バ
ー
コ
ー
ド
読
み
取
り
機

能
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
（
上
）

を
読
み
取
れ
ば
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
友
だ
ち
追
加
画
面
に
推

移
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
友

だ
ち
登
録
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

大
阪
建
設
労
働
組
合

で
は
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ(

ラ
イ

ン)

」
の
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
を
取
得
し
ま
し
た
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
機
能
を
通
じ
て
み
な
さ

ん
に
行
事
の
ご
案
内
な
ど

組
合
に
か
か
わ
る
あ
ら
ゆ

る
情
報
提
供
を
行
な
っ
て

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
友
だ
ち
登
録

    　
大
建
労
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
開
設

  

地
元
国
会
議
員
要
請
に
走
る

　
　

市
会
議
員
に
も
訴
え
る

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
ス
ト
ッ
プ
を

 

も
っ
と
関
心
持
っ
て

　

イ
ン
ボ
イ
ス
説
明
会
を
開
く  

　
地
元
国
会
議
員
に
た
い

す
る
「
適
格
請
求
書
等
保

存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
）
」
の
見
直
し
・
延
期

を
求
め
る
要
請
が
各
地
で

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

本
部
か
ら
川
口
副
委
員

長
、
谷
口
書
記
次
長
が
岩
谷

良
平
議
員
（
日
本
維
新
の

会
）
、
宗
清
皇
一
議
員
（
自

民
党
）
に
要
請
を
行
な
い
ま

し
た
。

　

両
議
員
は
国
葬
出
席
の
た

め
、
岩
谷
議
員
の
代
理
と
し

て
東
大
阪
市
議
会
議
員
の
井

越
智
嘉
代
氏
に
要
請
を
行
な

い
ま
し
た
。

　

ご
自
身
の
夫
も
個
人
事
業

者
と
い
う
こ
と
で
、
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
の
し
く
み
と
問
題

点
は
理
解
さ
れ
て
お
り
、
国

民
へ
の
周
知
不
足
を
自
ら
言

及
、
見
直
し
・
延
期
の
要
請

を
し
っ
か
り
議
員
に
伝
え
る

こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。

　

宗
清
議
員
へ
の
要
請
に
は

議
員
秘
書
と
東
大
阪
市
議
会

議
員
・
お
か
修
一
郎
氏
も
同

席
、
制
度
の
し
く
み
は
理
解

さ
れ
て
お
り
、
資
料
説
明
を

行
な
っ
た
と
こ
ろ
、
見
直

し
・
延
期
に
つ
い
て
議
員
に

し
っ
か
り
伝
え
る
、
内
容
を

精
査
し
議
会
で
も
議
題
に
か

け
る
な
ど
働
き
か
け
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

地
元
の
市
会
議
員
を
交
え

た
こ
と
で
市
町
村
に
も
影
響

を
与
え
る
こ
と
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

　

港
支
部
で
は
日
本
維
新
の

会
・
井
上
英
孝
議
員
秘
書
・

速
水
氏
に
要
請
し
ま
し
た
。

　
【
泉
佐
野
・
深
見
俊
彦
・

外
装
工
】
十
月
二
日
に
イ
ン

ボ
イ
ス
説
明
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

一
部
は
免
税
事
業
者
六
人
、

二
部
は
課
税
事
業
者
三
人
と
、

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　

13
年
度
に
始
ま
っ
た
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
は
円
安
・
株
高
で

大
企
業
や
投
資
家
を
潤
わ
せ

る
一
方
で
、
格
差
・
貧
困
を

拡
大
し
ま
し
た
。
今
年
に
入

り
円
安
が
加
速
し
物
価
が
高

騰
。
庶
民
や
中
小
企
業
が
窮

地
に
追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

岸
田
政
権
が
継
承
す
る
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
①
大
胆
な
金

融
緩
和
、
②
機
動
的
な
財
政

政
策
、
③
民
間
投
資
を
喚
起

す
る
成
長
戦
略
の
３
本
の
矢

で
、
富
を
拡
大
し
よ
う
と
い

う
も
の
。

　

政
府
は
年
金
積
立
金
も

使
っ
て
株
高
を
支
え
つ
つ
、

有
効
求
人
倍
率
の
増
加
や
海

外
観
光
客
の
急
増
を
好
景
気

だ
と
い
う
。

　

金
融
緩
和
に
お
い
て
は
お

金
が
大
企
業
や
日
銀
に
留
ま

り
、
円
安
、
物
価
高
騰
を
も

た
ら
し
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
コ
ロ
ナ
禍
の
21

年
度
、
売
上
げ
低
迷
に
も
関

わ
ら
ず
、
大
企
業
の
経
常
利

益
は
過
去
最
高
の
約
60
兆
円

と
な
り
12
年
度
の
１
・
67
倍
。

配
当
金
や
内
部
留
保
は
２
倍

前
後
に
。

　

一
方
で
最
低
賃
金
の
平
均

千
円
目
標
は
未
だ
達
成
せ
ず
、

労
働
法
制
の
改
悪
で
非
正
規

　

安
倍
晋
三
政
権
下
で
は
国

会
軽
視
、
国
政
私
物
化
、
官

邸
に
よ
る
メ
デ
ィ
ア
圧
力
・

官
僚
支
配
、
官
邸
に
人
事
を

握
ら
れ
た
官
僚
ら
の
忖
度

（
そ
ん
た
く
）
が
ま
ん
延
し
、

公
文
書
や
デ
ー
タ
の
改
ざ
ん
、

ね
つ
造
、
隠
ぺ
い
が
横
行
し

ま
し
た
。

　

森
友
問
題
で
は
、
近
畿
財

務
局
の
赤
木
俊
夫
さ
ん
が
公

文
書
改
ざ
ん
に
耐
え
き
れ
ず
、

自
殺
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

国
境
な
き
記
者
団
が
発
表

す
る
「
報
道
の
自
由
度
ラ
ン

キ
ン
グ
」
で
日
本
は
第
２
次

安
倍
政
権
の
13
年
以
降
、
50

位
以
下
に
急
降
下
。
16
年
、

17
年
に
は
72
位
ま
で
低
下
し

ま
し
た
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

多
く
の
方
が
関
わ
る
こ
と
に

な
る
は
ず
な
の
で
す
が
、
告

知
が
弱
か
っ
た
の
か
、
意
識

が
高
ま
っ
て
い
な
い
の
か
寂

し
い
参
加
で
し
た
。

　

私
自
身
、
取
引
先
か
ら
は

こ
れ
と
い
っ
た
ア
ナ
ウ
ン
ス

も
な
い
の
で
す
が
制
度
導
入

時
に
慌
て
な
い
よ
う
、
と
り

あ
え
ず
は
説
明
会
な
ど
に
参

加
し
仕
組
み
を
理
解
す
る
よ

う
努
め
ま
す
。

　

来
月
に
も
再
度
開
催
予
定

で
す
が
、
多
く
の
人
に
参
加

し
て
も
ら
え
る
よ
う
告
知
の

手
段
も
含
め
て
再
考
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
安
倍
政
治
を
ふ
り
返
る

　
　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
功
罪
問
う  

言
論
の
自
由

損
ね
た
面
も

泉佐野

おか修一郎東大阪市議へ要請

宗清議員秘書へ要請書

井上英孝議員秘書・速水氏へ

泉佐野支部インボイス説明会

井越東大阪市議
に要請書を託す

内
部
留
保
増
え

賃
金
上
が
ら
ず

雇
用
を
増
大
さ
せ
た
こ
と
は

賃
金
低
迷
に
拍
車
を
か
け
、

消
費
税
は
安
倍
政
権
下
で
２

度
も
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
、
個
人
消
費
は
振
る
わ

ず
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
伸
び
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
を
打
開
す
る
に
は
、

最
低
賃
金
引
き
上
げ
な
ど
、

有
効
な
賃
上
げ
策
か
ら
始
め

る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

メ
デ
ィ
ア
に
圧
力

民
主
主
義
の
危
機

　

国
境
な
き
記
者
団
は
16
年

４
月
の
声
明
で
、
ニ
ュ
ー
ス

番
組
の
キ
ャ
ス
タ
ー
の
一
斉

降
板
や
高
市
総
務
相
の
停
波

発
言
（
16
年
２
月
）
な
ど
を

取
り
上
げ
、
安
倍
政
権
は
メ

デ
ィ
ア
の
独
立
を
脅
か
し
、

日
本
の
民
主
主
義
を
危
機
に

陥
れ
て
い
る
と
指
摘
し
ま
し

た
。

　

第
２
次
安
倍
政
権
が
長
く

続
い
た
要
因
の
一
つ
が
官
邸

や
自
民
党
に
よ
る
メ
デ
ィ
ア

圧
力
と
み
ら
れ
、
14
年
総
選

挙
で
は
自
民
党
が
「
公
平
中

立
で
公
正
な
報
道
」
を
各
テ

レ
ビ
局
に
要
請
。
16
年
の
高

市
総
務
相
の
電
波
停
止
発
言

で
は
政
治
的
公
平
性
を
欠
く

と
判
断
し
た
場
合
、
電
波
停

止
を
命
じ
る
可
能
性
に
言
及

し
ま
し
た
。
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持続化給付金の申請サポート会も開催しました

　

共
済
制
度
は
組
合
員
同
士

の
助
け
合
い
に
よ
っ
て
成
り

立
つ
給
付
制
度
。掛
金
は
月

４
百
円
で
組
合
費
に
含
む
。

■
給
付
内
容

・
結
婚
祝（
本
人
）、出
産
祝

（
本
人
・
配
偶
者
）、成
人
祝

（
本
人
）
…
１
万
５
千
円

・
就
学
祝（
子
ど
も
の
小
学
校

入
学
時
）
…
１
万
５
千
円

・
傷
病
見
舞
給
付

・
火
災
見
舞
…
３
万
円

・
風
水
害
見
舞
…
５
千
円
ま

た
は
３
万
円

・
組
合
行
事
で
の
組
合
事
故

見
舞
い
給
付

・
死
亡
給
付（
本
人
）
…
３
万

～
30
万
円

・
配
偶
者
、家
族
死
亡
給
付

・
老
齢
脱
退
、脱
退
給
付
な
ど

※
給
付
に
は
、事
由
発
生
１

年
以
内
の
申
請
が
必
要（
脱

退
・
老
齢
脱
退
給
付
除
く
）で

あ
り
、組
合
費
の
完
納
な
ど

条
件
が
あ
り
ま
す
。組
合
費

滞
納
に
ご
注
意
を
。

 

月
４
百
円
の
助
け
合
い

   

組
合
共
済
で
各
種
給
付
金
が

組合費滞納
にご注意を

•••••••••••••••••••

•••••••••••••••••••

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

未
加
入
者
に

伝
え
て
下
さ
い

　

大
阪
建
設
労
働
組
合

（
だ
い
け
ん
ろ
う
）
は

建
設
現
場
で
働
く
み
な

さ
ん
の
た
め
の
組
合
で

す
。

　

全
国
で
62
万
人
以

上
、
大
阪
で
１
万
２
千

人
の
仲
間
が
加
入
し
て

い
る
、
建
設
労
働
者
の

い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守

る
、
一
人
で
も
入
れ
る

労
働
組
合
で
す
。

　

組
合
員
を
増
や
し
、

地
域
や
自
治
体
へ
の
影

響
力
を
強
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
仕
事
や
く
ら

し
を
よ
く
す
る
制
度
、

政
策
な
ど
を
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

春
秋
に
は
仲
間
を
増

や
す
組
織
拡
大
月
間
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
身
近
な
建

設
現
場
で
働
く
組
合
未

加
入
の
方
々
に
、
ぜ
ひ

「
だ
い
け
ん
ろ
う
」
の

存
在
を
伝
え
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

が
集
う「
青
年
部
」で
は
ス

キ
ー
・
ス
ノ
ボ
ツ
ア
ー
に
野

球
大
会
や
子
ど
も
た
ち
と
参

加
で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
開
催
。

　

女
性
組
合
員
や
配
偶
者
で

組
織
す
る「
主
婦
の
会
」で
も

ハ
イ
キ
ン
グ
、手
作
り
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
楽
し
い
催

し
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
70
歳
以
上
の
シ
ル

バ
ー
世
代
を
対
象
に
し
た

「
悠
生
会
」も
楽
し
い
交
流
会

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

家
族
で
参
加
で
き
る
体

育
祭
や
魚
釣
り
大
会
、若
者

■
お
得
な
制
度

・
ニ
ッ
ポ
ン
レ
ン
タ
カ
ー
と

提
携
、「
ワ
ン
デ
イ
ク
ー
ポ

ン
」が
利
用
で
き
ま
す
。

・
提
携
店（
大
建
労
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）で
組
合
員

証
を
提
示
す
れ
ば
サ
ー
ビ
ス

や
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
こ
く
み
ん
共
済
Ｃ
Ｏ
Ｏ

Ｐ（
全
労
済
）の
共
済
制
度　

火
災
共
済
、交
通
共
済
、マ
イ

カ
ー
共
済
な
ど
。

■
ろ
う
き
ん
提
携
ロ
ー
ン

　

住
宅
ロ
ー
ン
や
カ
ー
ラ
イ

フ
ロ
ー
ン
、教
育
ロ
ー
ン
や

不
意
の
出
費
に
対
応
す
る

「
マ
イ
プ
ラ
ン
」ほ
か
、施
主

向
け
の
住
宅
ロ
ー
ン
も
。

全
労
済
・
労
金
や

お
店
と
も
提
携

青
年
・
シ
ル
バ
ー

女
性
交
流
の
場
も

 
税
金
対
策
や
不
払
い
相
談

   
仕
事
暮
ら
し
フ
ォ
ロ
ー
組合事業

習
会
開
催
、技
能
検
定
な
ど

講
習
会
案
内
な
ど
資
格
取
得

を
お
手
伝
い
。

・
資
格
取
得
の
報
奨
金
も
。

・
耐
震
診
断
員
の
登
録
と
耐

震
診
断
の
紹
介
、仕
事
に
関

わ
る
制
度
の
周
知
・
学
習
会

の
開
催
な
ど
。

・「
建
設
業
の
許
可
」登
録
手

続
き
も
援
助
し
ま
す
。

・
求
人
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

■
賠
償
責
任
総
合
補
償
制
度

　

工
事
の
遂
行
中
、ま
た
は

工
事
を
し
た
個
所
が
原
因
と

な
っ
て
他
人
に
ケ
ガ
を
さ
せ

た
り
、他
人
の
物
を
壊
し
て

し
ま
っ
た
場
合
、法
律
上
の

賠
償
責
任
を
負
っ
て
支
払
う

べ
き
賠
償
金
や
裁
判
に
な
っ

た
と
き
の
弁
護
士
報
酬
な
ど

の
支
払
い
に
備
え
る
保
険
。

■
資
格
取
得・建
設
業
許
可

・
作
業
主
任
者
講
習
会
、二
級

建
築
士
受
験
講
座
な
ど
の
講

向
け
て
親
身
に
ア
ド
バ
イ
ス

し
ま
す
。ま
た
毎
月
第
三
木

曜
日
、弁
護
士
に
よ
る
法
律

相
談
会
を
開
催（
要
予
約
、中

止
の
場
合
も
あ
り
）。

■
休
業
損
害
証
明　

交
通
事

故
の
被
害
に
あ
っ
た
場
合
、

休
業
損
害
請
求
の
基
と
な
る

証
明
を
組
合
が
し
ま
す
。

■
建
設
工
事
総
合
補
償
制
度

　

現
場
や
材
料
置
き
場
の
火

災
や
自
然
災
害
、盗
難
な
ど

の
被
害
を
補
償
す
る
保
険
。

し
、調
査
に
も
対
処
し
ま
す
。

■
建
設
業
退
職
金
共
済

■
仕
事
や
暮
ら
し
の
悩
み
を

解
決
す
る
た
め
に　

賃
金
や

代
金
の
不
払
い
に
あ
っ
た
と

き
も
、建
設
業
法
第
41
条「
元

請
の
立
替
払
い
」や
賃
金
確

保
法
の
活
用
な
ど
、解
決
に

■
大
建
国
保

■
労
災
保
険　

現
場
で
ケ
ガ

を
し
た
時
に
備
え
て
就
労
形

態
に
合
わ
せ
た
加
入
を
。

■
税
金
対
策　

申
告
相
談
会

や
記
帳
講
習
会
、一
括
申
告

で
税
金
対
策
も
バ
ッ
チ
リ
。

　

税
務
署
か
ら
の
呼
び
出

捜
部
か
ら
任
意
で
事
情
聴
取

を
受
け
ま
し
た
。特
捜
部
は

ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
と
の
や
り

と
り
や
、高
橋
容
疑
者
の
権

限
な
ど
に
つ
い
て
確
認
し
た

と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
政
界
」へ
も
捜
査
が
及
び

だ
し
、今
後
も
い
も
づ
る
式

に
贈
賄
企
業
が
あ
ぶ
り
出
さ

れ
る
大
疑
獄
事
件
に
発
展
す

る
可
能
性
が
出
て
き
ま
し
た
。

　

大
会
組
織
委
員
会
会
長

だ
っ
た
森
喜
朗
元
総
理
が
、

参
考
人
と
し
て
東
京
地
検
特

　

い
ず
れ
も
大
会
ス
ポ
ン

サ
ー
枠
４
タ
イ
プ
の
う
ち

ス
ポ
ン
サ
ー
料
が
最
も
低

い「
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
」

の
企
業
ば
か

り
。

理
事
に「
口
き
き
」を
依
頼
し

た
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
て
い

ま
す
。

と
し
て
大
会
組
織
委
員
会
に

７
億
円
を
支
払
っ
て
い
ま
す

が
、大
広
を
通
じ
て
高
橋
元

た
。

　

大
広
は
Ｅ
Ｃ
Ｃ
が
ら
み
の

疑
惑
で
、Ｅ
Ｃ
Ｃ
は
協
賛
金

捕
。竹
田
恒
和
元
Ｊ
Ｏ
Ｃ
会

長
が
社
外
取
締
役
を
務
め

て
い
る
駐
車
場
サ
ー
ビ
ス

「
パ
ー
ク
24
」、

広
告
業
界
第

４
位
の
大
広

も
家
宅
捜
索

を
受
け
ま
し

　

電
通
元
専
務
で
東
京
オ

リ
・
パ
ラ
組
織
委
員
会
の
高

橋
治
之
元
理
事
が
大
会
ス
ポ

ン
サ
ー
の
紳
士
服
チ
ェ
ー
ン

Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
か
ら
の
受
託
収
賄
容
疑
で

逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
側
も

３
人
が
贈
賄
で
逮
捕
、出
版

大
手
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
の

角
川
歴
彦
会
長
ら
３
人
も
逮

　

東
京
五
輪
の
贈
賄
明
る
み
に

　

  

政
界
へ
も
捜
査
の
手
が   

　

テ
ー
マ
は
「
ま
つ
り
」

  　
力
作
揃
い
か
ら
４
作
品
入
賞   

　

大
建
労
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

普
及
を
目
的
に
「
大
建
労

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

第
七
回
の
テ
ー
マ
は
「
ま

つ
り
」
。
入
賞
は
掲
載
し
た

四
作
品
で
す
。

　

応
募
方
法
は
簡
単
。
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
お
友
だ
ち
登
録

を
し
て
い
た
だ
き
、
テ
ー
マ

に
沿
っ
た
写
真
作
品
を
コ
メ

ン
ト
を
添
え
て
送
る
だ
け
で

参
加
で
き
ま
す
。

　

毎
月
の
開
催
を
予
定
し
て

お
り
、
告
知
は
大
建
労
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
行
な
い
ま
す
。

　

入
賞
者
に
は
ク
オ
カ
ー
ド

を
贈
呈
し
ま
す
の
で
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
登
録
の
う
え
、
ふ
る
っ
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
登
録
は
本
紙
一
面
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
お
持
ち
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
読
み
取
れ

ば
簡
単
。
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

提
供
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

優秀賞　堺・辻野光治さん・百舌鳥八幡宮月見祭り

最優秀賞　吹田・黒木遼一さん・３歳の初めて
の夏祭り

優
秀
賞
　
岸
和
田
・
鈴
木
翔
さ
ん
・
宮
入
り
前
に

優秀賞　寝屋川・市吉
哲也さん・いざ出陣‼


